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【編㞟後グ】『現㇟と秩序』第 15号をお届けします㸬今回もまた㸪社会学㸪民俗学㸪ゝㄒ学
といったさまざまな分㔝からご投稿いただきました㸬 
第 1ㄽ文は㸪子⫱て中の大学教員のワーク・ライフ・バランスに㛵するㄽ⪃です㸬⪺き取

りㄪ査からその実態が明らかにされており㸪㸦子⫱て中の㌟にとっては㸧ロールモデルとし

て⯆味深く㸪また㸪研究活動をどう位置づけるべきかというⴭ⪅の問いも⪃えさせられます㸬 
第 2 ㄽ文は㸪㏻ヂ⪅が相互⾜為のなかで⾜なう介入⾜為とその意⩏について㸪会ヰ分析

から明らかにしています㸬在日外国人が助産師外来を受デする場㠃における㏻ヂ⪅の巧み

な介入⾜為が㸪参与⪅の相互⾜為とㄢ㢟を㐩成するダイナミズムがぢえてきます㸬 
第 3ㄽ文は㸪愛知県三河地区の「㉥引糸」および「お糸⯪」の伝統を支えてきた人びとの

㌶㊧をグ㘓したものです㸬また㸪㧗㱋化が㐍み存続の危機に瀕する共同体の伝統を㸪どのよ

うにして維持していくかという問㢟にも切り㎸んでいます㸬 
第 4 ㄽ文は㸪節分に㇋まきをしないという⩦俗をもつ地域のフィールドワークの成果で

す㸬その⩦俗の単位㸦家単位㸪地域単位等㸧や㉥㨣法性㝔伝ㄝとの㛵㐃㸪そして単位と伝ㄝ

との㛵㐃性についてなどヲ細に⪃察されている㸪粘り強いㄪ査研究の㈷物だと思われます㸬 
第 5ㄽ文は㸪普㏻体の会ヰの中で丁寧体が出現する「アップシフト」という現㇟を㸪漫才

のデータを元に⪃察しています㸬日常生活のなかでぢ出せる素材のおもしろさもさること

ながら㸪その分析の㗦敏さもㄞみごたえがあります㸬 
第 6ㄽ文は㸪今年㛤催された「東京 2020オリパラ競技大会」における参加㈨格問㢟につ

いて㸪人権社会学のぢ地から⪃察しています㸬この問㢟を「パスする日常」の妨害というほ

点で切り㎸み㸪今年の「オリパラ」が㸪むしろインクルージョンの徹底に向けてのㅖ工夫を

無どした時代㏫⾜的存在であった可⬟性を示唆しています㸬 

ぜひご堪⬟ください㸬 (H.Y.) 
㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨 
『現㇟と秩序』編㞟委員会(2021年度) 
編㞟委員会委員㛗㸸堀田⿱子(愛知学泉大学) 
編㞟委員㸸樫田美㞝(神戸市看ㆤ大学)㸪 中塚朋子(就実大学) 

編㞟幹事㸸川上㝠哉(神戸市外国ㄒ大学) 

編㞟協力・印刷協力㸸村中淑子(桃山学㝔大学) 

『現㇟と秩序』第 15号   2021年 10月 31日発⾜ 

発⾜所 〒651-2103 神戸市す区学園す町 3-4 
神戸市看ㆤ大学 樫田研究室内 現㇟と秩序企画編㞟室 

㟁ヰ・FAX㸧078-794-8074㸦樫田研㸧, e-mail: kashida.yoshio@nifty.ne.jp 
PRINT ISSN      : 2188-9848 
ONLINE ISSN        : 2188-9856 
http://kashida-yoshio.com/gensho/gensho.html 


